
令和 5年 3月 29日 

 

財務金融委員会 質問要旨 

 
立憲民主党 

  階 猛 

 

１．ＷＢＣでの大谷選手、佐々木選手の活躍について（財務大臣） 

 

 

２．黒田総裁の自己評価と市場の評価のずれについて（日本銀行総裁） 

 

 

３．長期金利のコントロールは物価安定目標達成まで続けるのか 

（日本銀行総裁） 

 

 

４．長期金利のコントロールの見直しと市場との対話をどのように両立させるか 

（日本銀行 内田副総裁） 

 

 

５．物価安定目標達成時に長期金利はどうなるか（日本銀行 内田副総裁） 

 

 

６．長期金利が２％になったと仮定した場合の保有国債の含み損と短期金利に与

える影響（日本銀行 内田副総裁） 

 

 

７．長期金利が２％になったと仮定した場合の新規・借換国債の発行や予算編成

に与える影響（財務省） 

 

 

８．長期金利が２％になったと仮定した場合の金融機関の収益、融資先の返済負

担、預金者の利息収入に与える影響（金融庁） 

 

 

９．短期金利をマイナス金利からゼロ金利に改めた場合の金融機関の収益、融資

先の返済負担、預金者の利息収入に与える影響（金融庁） 

 

 

10．一般会計から自動車安全特別会計への繰り戻しと賦課金のあり方 

（財務大臣） 

 

 

以 上  

 

・資料は追って提出 

 


